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§５．数列・関数の極限

x が aに近づくとき，f(x)の値が一定の値 α に近づくならば，この α を x → aのときの f(x)

の極限値といい
lim
x→a

f(x) = α または f(x) → α (x → a)

と書く．
※ x →∞ や x → −∞ のときも同様．

※極限値は f(a) が定義されていない場合でも考えられる．
例

f(x) =

{
1 (x 6= 0)

定義されない (x = 0)

とするとき
lim
x→0

f(x) = 1

y

O x

1

x

f(x)

f(x) → 1

x → 0

※ f(a) が定義される場合でも，f(a) = α となるわけではない．
例

f(x) =

{
x (x 6= 1)

2 (x = 1)

とするとき

lim
x→1

f(x) = 1 6= 2 = f(1)

⇓
極限 6= 代入
:::::::::::::

y

O x

1

2

1 x

f(x)

x → 1

f(
x)
→

1

※ lim
x→a

f(x) = f(a)
:::::::::::::::::

⇐⇒ y = f(x) は x = a で連続（グラフがつながっている）

　　　　 m
　　極限 = 代入

1
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連続関数の例
(1) 実数上で連続な関数

定数関数，n 次関数，指数関数，sin x，cos x

(2) 実数の部分集合上で連続な関数（α > 0，n：自然数，m：整数）

関数 xα 1

xn

1

xα
log x tan x

定義域 x >= 0 x 6= 0 x > 0 x > 0 x 6= π

2
+ mπ

☆分数関数の極限値の求め方

連続関数
連続関数

.=. 連続関数

↑
例外 … 代入したら「分母 = 0」

なので
(1) 代入したら「分母 6= 0」 =⇒ そのまま
(2) 代入したら「分母 = 0」 =⇒

::::::::
「分母

::::::::::::::::::::::::::::::
= 0」になる因子をなくす

　　　　　　　　　　　　　　　　（悪さをしているやつをあぶりだし，そいつらを相殺）

問題５．６

(3) lim
x→−1

x2 + 3x + 2

x2 − 2x− 3
= lim

x→−1

(x + 1)(x + 2)

(x + 1)(x− 3)
約分
= lim

x→−1

x + 2

x− 3
代入
=

−1 + 2

−1− 3
= − 1

4

※ x + 1 が x = −1 を代入したら「分母 = 0」にする因子．だから相殺（約分）する．

(6) lim
x→−2

x3 − 2x2 + 16

x3 + 8
= lim

x→−2

(x + 2)(x2 − 4x + 8)

(x + 2)(x2 − 2x + 4)
= lim

x→−2

x2 − 4x + 8

x2 − 2x + 4

=
(−2)2 − 4 · (−2) + 8

(−2)2 − 2 · (−2) + 4
=

5

3

※例えば，x3− 2x2 + 16 に x = −2 を代入すれば 0 になるので，x3− 2x2 + 16 は x + 2 を因数
にもつ（因数定理）．後は，割り算 (x3 − 2x2 + 16)÷ (x + 2) を実行すれば因数分解ができる．

(9) lim
x→0

3x√
4 + x−√4− x

有理化
= lim

x→0

3x(
√

4 + x +
√

4− x)

(
√

4 + x−√4− x)(
√

4 + x +
√

4− x)

= lim
x→0

3x(
√

4 + x +
√

4− x)

(4 + x)− (4− x)
= lim

x→0

3x(
√

4 + x +
√

4− x)

2x
= lim

x→0

3(
√

4 + x +
√

4− x)

2

=
3(
√

4 + 0 +
√

4− 0)

2
= 6

2


